
令和５年度 第２回 江西中学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開催日時     令和５年７月２６日（水） １０時３０分から１１時３０分まで 

２ 開催場所     江西中学校 会議室 

３ 出席委員     大竹信二、稲垣佐登史、渋谷美紀、影山武史 

4 欠席委員     岡本弥佐、大髙陽子、天野慎士 

5 オブザーバー  鈴木義明（地域住民、中区協議会会長）  

6 学校職員     松島 望（校長）、青島真紀（教頭）、吉春雅子（教務） 

犬塚貴美子（ＣＳディレクター） 

7 教育委員会    鈴木陽子（浜松市教育委員会教育総務課）          

8 協議事項 

（1） 校則について  

（２） 地元企業における職場体験について 

９ 会議録作成者  ＣＳディレクター 犬塚貴美子 

１０ 会議記録 

     司会の教頭から、委員総数７人のうち4人の出席があり、過半数に達しているため、会

議が成立している旨の報告があった。 

 

続いて以下のとおり大竹会長から挨拶があった。 

    ・ 猛暑の中、熱中症が心配なので、ケアしながらサッカー等野外活動をしている。 

６月２７日にＣＳ研修会に出席した。特色ある学校づくり、学校の抱える課題と改善策等、 

ＣＳ会議の理念に基づき、学校の承認支援をしていきたい。委員は地域住民の代表とし

て、学校との橋渡しの役割を担っていると思うが、委員以外の人も巻き込んで学校運営

に参加していきたい。コミュニティも江西地区の集まりに限らず、もっと広い範囲に広げ

ていきたい。 

 

続いて、以下のとおり校長挨拶があった。 

    ・ 一学期も無事に終了した。暑い中、登下校の服装も、体操服や縦割りＴシャツ等、制服

でなくても良いとしている。部活動もそれぞれが頑張っている。中でも男子バスケ部が

県大会出場、陸上部は男子走り高跳びで全国大会、砲丸投げで東海大会出場を決めた。

横断幕も作られる。二学期は９月１日から始まるが、コロナ禍も大分落ち着き、学校活動

も左右されずに新しい流れで進められると思う。 

 



続いて司会の教頭から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、渋谷委員から

輪番制で議長をしていくことが決定しており、今回は自分の番との発言があり、全員異

議なくこれを承認した。 

 

熟議に入る前に前回会議録の確認があった。 

 

（1） 校則について 

議長の指示により、校長から別紙資料に基づき、校則について説明があった。 

     ・ 校則改討に向けて、６月に生徒からの要望書を運営に提出、話し合い、７月には 

生徒会執行部、生徒会担当、生徒指導主事、生活部会、学年主任、特活主任、養護教諭、

教務主任、教頭、校長で話し合われた。 

     

委員からは、以下の発言があった。 

     ・ 表記について、例えば中学生らしい等、受けとめる側が迷うような曖昧な表記は 

やめて欲しい。靴下はワンポイント等は良いのか？（影山委員） 

     →捉え方がいろいろにならないように配慮したい。ワンポイント等はOK。（校長） 

・ 校則は学校単位か？(大竹委員) 

→学校単位である。改討はまだ最初の段階で、これからも変わっていく。（校長） 

・ 日傘の使用はOKか？通学途中の自販機の使用は？（渋谷委員） 

→日傘も帽子も使用して良い。自販機はお金の管理の問題もあるから難しい。 

水筒は自分に合ったもので良く、学校には冷水機もあるので補充してもらえれば。 

水筒の中身もイオン飲料等でも大丈夫で、暑さ対策が大事。（校長） 

・ 子ども達は面倒くさかったり、どこまで言っていいのかわからなかったりで、 

あまり声をあげない。1年や２年でもっと意見が出ると良い。（影山委員） 

・先生側から見て、これは理不尽という校則は？（大竹委員） 

→個人の見解によるので、会議等ですり合わせていく。（校長） 

・ 中学入学のための制服や靴等の購入のために、新たにお金がかかるという話を聞く。

(影山委員) 

→そこも含めて、柔軟性をもって考えて対応していきたい。（校長） 

→学校と遊びでは靴は違う方がいい、とか子供なりに住み分けて考えているようだ。 

ご意見をいろいろ頂ければ、考えていきたい。（教頭） 

 

 



（2）地元企業における職場体験について 

議長の指示により、校長から別紙資料に基づき、地元企業における職場体験 

について説明があった。 

・ １１月２８、２９日に近隣の徒歩圏内の地元企業において、二年生の職場体験を 

計画している。 

・ それに先立ち１１月１７日に本校で未来授業、「ミライ学校」から１７人の講師を招いて

講義してもらう、が予定されている。これ以外にも講師を引き受けて下さる方がい

たらぜひお願いしたい。（教頭） 

 

委員からは、以下の発言があった。 

     ・ １７日と２８，２９日は同じ業種か？（大竹委員） 

     →自分の希望に沿うように、希望を聞いてなるべく一致するようにしたい。（校長） 

     ・ 要望として、もう少し物づくりをしているような企業があったらいいと思う。 

基本は徒歩圏内で（交通費の問題もあるので）、どこかあったら紹介してほしい。 

（渋谷委員） 

 

報告  学校支援コーディネーターから１１月末の職場体験に向けて、９月くらいまでには 

     企業に確認し、まとめたい旨の報告があった。 

 

 

その他連絡事項 

・ 次回議長の選出 

    次回の議長について、輪番制で大髙委員の番ということで、全員異議なくこれを 

承認した。 

・ 次回の開催日時について  

ＣＳディレクターから、第３回協議会を令和５年１１月１７日（金）１５時から、本校舎１階 

会議室で開催する旨の連絡があった。 

 

最後に司会より、オブザーバーに意見や感想を求めたところ、以下の発言があった。 

 

・ 協働センターとコラボして、イベント等で CS活動をしたらどうか？ 

夏休みは生活環境も変わるので、子ども達が家にこもりっきりにならないようにし

て欲しい。自分は保護司もしているが、高校進学時等、知っている人が少なくなるの 



で人生の分岐点になったりする。中学の多感な時期に子ども達のコミュニケーション

を高めたい。親以外の大人とコミュニケーションを育めるよう、動けたら良いと思う。

職場体験でも、受け入れ側として見ていて、あまり関わりのなかった子同士が、１日

目は会話も少なかったのが、２日目には協力しあったりするので、仲の良い子同士

以外の組み分けも良いのでは、と思う。 

→受け入れ先の意見として主任にも伝える。（校長） 


